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ネツレングループ資本政策・財務戦略及び PBR1.0 倍以上に向けた対応 

2024 年度及び 2025 年度実績と 2026 年度計画について 

― 資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について ― 

 

当社グループは、以下のとおり資本政策・財務戦略の基本方針として掲げ、また、PBR1.0 倍以

上、ROE8.0％以上の早期実現に向けた取り組みを実践していくことで、2024 年５月９日に発表い

たしました第 16 次中期経営計画「Aggressive Challenge One NETUREN 2026」及び 2021 年５月

に策定した長期経営ビジョンである「NETUREN VISION 2030」を達成すべく進めております。 

 

１．ネツレングループ資本政策・財務戦略の基本方針 

 当社グループは、資本政策・財務戦略の基本方針として 

・PBR1.0 倍以上及び ROE8.0％以上の早期実現と目指すべきバランスシートで掲げた自己資本比 

 率 60～65％程度を目指します。 

・今後の成長に向けた戦略投資及び安定した事業運営を図りつつ株主還元（自己株式取得・配当 

政策）強化を継続します。 

 を掲げ、具体的には、①戦略投資の実施、②ROE8.0%以上の早期実現、③財務基盤の最適化、 

④株主還元の強化の以上４項目を実践していくことで、「資本コストを意識した経営」「持続的な

企 

業価値の向上」「PBR1.0 倍以上の早期実現」を目指してまいります。 

 

２．PBR1.0 倍以上に向けた対応方針 

当社グループは、PBR1.0 倍以下で推移していることを最重要な経営課題と捉え、現状の背景と

課題を認識した上で、PBR1.0 倍以上及び ROE8.0％以上の早期実現と中長期的な企業価値向上に

向けた具体的施策を進めてまいります。 

 

以上の基本方針及び対応方針に基づき、第 16 次中期経営計画の 2024 年度および 2025 年度の実 

績と 2026 年度に向けた計画については、別紙のとおりとなります。 

   

今後とも当社グループ一丸となって PBR1.0 倍以上、ROE8.0％以上の早期実現に向けた取り組み 

を実践してまいります。 

 

以 上 
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１．資本政策・財務戦略の基本方針 ２４・２５年度実績・2６年度計画

基本
方針

 ＲＯＥ8.0％以上及びＰＢＲ１．０倍以上の早期実現と目指すべきバランスシートで
掲げた自己資本比率６０～６５％程度を目指す。

 今後の成長に向けた戦略投資及び安定した事業運営を図りつつ株主還元
（自己株式取得・配当政策）強化を継続。

・資本コストを意識した経営

・持続的な企業価値向上

・ROE8.0%以上及びＰＢＲ

1.0倍以上の早期実現

株主還元の強化

自己株式取得配当政策

ROE8.0%以上の早期実現

収益性・効率性の向上 財務レバレッジ活用

戦略投資の実施

M&A 人的資本への投資

財務基盤の最適化

自己資本比率60～65％
程度を目指す

財務健全性と資本効率の
バランスを配慮

２４・２５年度：配当総額３8
億円（実績）

2６年度：年間７１円（計画）
配当総額2３億円

２５年度よりＤＯＥ3.0%以
上→4.0%以上へ変更

24・２５年度：４０億円
（実績）

2６年度：20億円（計画）

設備(戦略・定常)投資

24・２５年度：9億3７百万円（実績）
２６年度：４億８９百万円（計画）

(いずれも設備投資のみ)

２４・２５年度：87億９１百万円（実績）
２６年度：6５億46百万円（計画）

２４年度：７１．１％（実績）
２５年度：６６．０％(実績)
２６年度：60～６５%程度の前

倒し達成を目指す

２４・25年度：ＪCR格付 A
26年度：継続を目指す

-

24・２５年度：１１０億円借入
自己資本比率74.4%（23
年度）→66.0% ▲８．４%
圧縮）

政策保有株式の縮減

24年度：【２０２０年３月比】
銘柄：49銘柄→1５銘柄

（▲3４銘柄・6９.3％減）
簿価：33億1百万円→１１億４８百万円

（▲２１億５３百万円・６５.２％減）

2５年度：ドーケン・ＭＤＩ・ＡＩＧ
（取得価額：３０億円)

今後も継続実施

24・２５年度：工場再編Ｐ
Ｊ「ＲＥＢＯＲＮ刈谷」進行中。
効率的な生産工場の構築
による収益性・効率性の
改善を目指す
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２．ＰＢＲ１．０倍以上に向けた対応方針 ２４・２５年度実績・2６年度計画

PBR1.0倍以下で推移していることを最重要な経営課題と捉え、現状の背景と課題を認識した上で、
PBR1.0倍以上及びROE８.0％以上の早期実現と中長期的な企業価値向上に向けた具体的施策を
進める。

現状の課題（26年3月時点） 課題認識 今後の対応方針

PBR

0.７２倍

程度で

推移

2017年度

(５．１％)以降

5.0%未満が

継続

※26年3月時点

ROE：2.3%

・目指すべき自己資本比率の

早期実現

・BSのコントロール

ROE 利益額及び利益率の向上

・商品及び技術に見合った
販売価格の改定

・自動化、省人化による生産
性改善

成長戦略の実施及びＭ＆

Ａによる収益拡大とＲＯＥ

8.0%以上の早期実現

資本効率の向上

・目指すべき自己資本比率

の達成（60～65％程度）

・資本コスト経営(ＲＯＩＣ）の

グループ全社員への浸透

PＥR

３３～３５倍

程度で推移

成長戦略の推進

・新商品・新技術を市場投入
するも利益大幅増に至らず
・市場からの成長期待低下

投資家との建設的な対話

・「統合報告書」の発刊

・資本コストの低減

・事業ポートフォリオ戦略の

見直しによる積極的な戦略

・投資およびM&Aによる

将来に向けた成長投資実施

中長期的な成長期待を醸

成させる、積極的なIRの

強化

２４・25年度実績・2６年度計画

・設備投資(戦略・定常投資)

24・２５年度実績：86億91百万円

（戦略４３.78億円、定常43.13億円）

26年度計画：65億46百万円

（戦略２７.4２億円、定常38.０４億円）

・24・25年度実績：４0億円の自己

株式取得←2６年度継続実施

・戦略投資への借入金（負債）１１０

億円実施。自己資本比率66.0％

・ROIC浸透:漫画による浸透策施

・24・２５年度実績：ネツレンアメリ

カITW拡販に向けた生産能力増強。

Ｍ＆Ａを３社実施。（30億円）

・2６年度計画：継続実施

・24・２５年度実績：

統合報告書発刊

機関投資家とのＩＲ(のべ５７社）

エンゲージメント（１２社）実施

・2６年度計画：継続実施


